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東紀州３市町への特別支援教育の専門的支援の提供と協働



内容

どの市町も困っていること

校内暴力、いじめ、不登校

特別支援教育、難しい保護者対応

市町は何を望んでいるか

昨年度の実績

目指す将来像

各市町教育長からの要望書

今年度の実績
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暴力行為の状況について
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※ 暴力行為の学年別加害児童生徒数は令和２年度調査から定義の変更を行っているため、令和元年度と単純に比較することはできな
い。

令和元年度調査までは「対教師暴力」・「生徒間暴力」・「対人暴力」・「器物損壊」の類型別の加害児童生徒数実人数の合計により計
上してお り、一人の児童生徒が複数類型の暴力行為を行った場合には重複して計上されていたが、令和２年度調査からは実人数（一人
の児童生徒 が複数類型の暴力行為を行った場合も一人として計上）に変更している。

（例）令和元年度 Ａ児が「生徒間暴力」２件と「器物損壊」１件を行った場合 →２人として計上 令和２年度 Ａ児が「生徒間暴力」２件と「器物損壊」１
件を行った場合 →１人として計上

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査, 2024. 文部科学省



1.1

5.7

9.9

3.1

0.9

4.7

7.3

6.6

1.7

5.3

8.4

1.9

9.8

13.5

8.4

3.3

0.8

4.2

5.8

10.7
9.9

7.1

5.5

6.3

7.7

8.6

4.7
4.2
3.6

13.2

9.6

5.0

10.3

5.5

6.8

4.9

0.4

10.7

3.2

4.2 4.1

1.4

4.1

1.6
1.3

9.4

11.6

12.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

14.0

沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県 

大
分
県 

熊
本
県 

長
崎
県 

佐
賀
県 

福
岡
県 

高
知
県 

愛
媛
県 

香
川
県 

徳
島
県 

山
口
県 

広
島
県 

岡
山
県 

島
根
県 

鳥
取
県 

和
歌
山
県

奈
良
県 

兵
庫
県 

大
阪
府 

京
都
府 

滋
賀
県 

三
重
県 

愛
知
県 

静
岡
県 

岐
阜
県 

長
野
県 

山
梨
県 

福
井
県 

石
川
県 

富
山
県 

新
潟
県 

神
奈
川
県

東
京
都 

千
葉
県 

埼
玉
県 

群
馬
県 

栃
木
県 

茨
城
県 

福
島
県 

山
形
県 

秋
田
県 

宮
城
県 

岩
手
県 

青
森
県 

北
海
道

（件）

暴力行為の発生件数
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▍ 暴力行為の1,000人当たり発生件数

全国平均
6.0件

▼
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各市町が困っていること

特別な支援が必要な子どもへの対応

特に小学校低学年の暴力事案

双方向的なトラブルであっても対応すべき「いじ
め」事案

急増する不登校

難しい保護者への対応
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市町は何を望んでいるか？

専門家による具体的なアドバイス

専門家による教員研修

校長や教頭、教育委員会指導主事が相談できる
機関

→ (教育に関して）あらゆる専門家、専門機関、
研修する場が致命的に不足している
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何が問題か？どうすればよいか？

いじめ、問題行動（暴力事案）、不登校、、 これ
らは全て発達障害や愛着障害として扱われてい
る

全ての問題を解決する魔法の方法はない

 しかし、個別の事案や特性に基づく、最も妥当な
処方箋はある

それをわかりやすく提示するのが専門家の役割
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今年度の実績

 6月18日(水)
10：00～14：00 紀宝町 井田小学校

15：00～16：30 御浜町 尾呂志学園

 ７月１５日（火）

１０：００～１４：４０ 木本小

１５：００～１６：３０ 新鹿小中

 7月30日（水）

全日 御浜町御浜中学+全職員研修
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今年度の実績

 9月8日(月)
10：00～11：30 御浜町 尾呂志学園 昨年度

からの継続案件 についての相談 
13：00～15：00 紀宝町 井田小学校 児童観

察と指導助言 
15：30～16：40 〃 鵜殿小学校 校内研修講

演
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 10月21日(火)
１０：３０～１１：３０ 尾呂志学園 継続案件

についての相談 
１３：００～１６：３０ 熊野市 金山小 ５限授業

観察、指導助言等

 1月14日(水)
午前 10：00 新鹿小 生徒指導案件の相談

午後 13：00 木本小 保護者対応に関する相談
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 2月13日(金)
9：00～10：30  阿田和中学校 （学校運営に係

る相談）

11：00～14：00 御浜小学校 （課題のある児
童にかかわる相談）

 3月 2日（月）

10：00 尾呂志学園 （保護者案件）

13：00 熊野市 金山小（発達に課題がある児
童の教育相談）
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御浜町校長会1(保護者対応の相談）
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御浜町校長会2（保護者対応相談）
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熊野市校内研修(特別支援教育）
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熊野市校内研修（教育相談）
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御浜町 校長+指導主事 研修
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御浜町全教職員研修
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御浜町全教職員研修
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熊野市、紀宝町、御浜町 職員研修
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紀宝町 校内研修（特別支援教育）
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熊野市 校内研修（就学指導）

28





ありがとう大作戦



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
新鹿小中学校では、昨年度の2月に「ありがとう大作戦」という取組を行いました。昨年度松浦先生が本校に来ていただいた時、特定の子どもたちが落着かなくなり、学級の状態もあまりよくないことを相談させていただいたところ、気になる子どもたちが「ありがとう」と周りに感謝されるような取組をしてはどうかと提案していただきました。その取組について説明します。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
取組は3週間で行うことにしました。1週目にはウォーミングアップとして一日一善の活動を、子どもたちが飽きずに取り組めるよう、２～3週目はシークレット・フレンドを設定し、1日３つの「いいこと」を行うように決めました。そして、担任以外の先生や友だち等、いろんな人からほめられたり認められたりすること、全教職員が子どもたちの良い行動に注目できるようにすることという二つの目的のため、小中全校児童生徒が一斉に取り組むことになりました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、1週目、ミッション１について説明します。ミッション開始初日に、全校が足並みそろえてこの活動に取り組めるよう、校長先生が全校集会でミッションを発表しました。教室に戻り、各担任から「いいこと」の例を掲示し、子どもたちが何をしたらいいかわからない、ということがないよう配慮しました。子どもたちは1日１つ「いいこと」を実行し、記録用カードに記録しました。帰りの会で「いいこと」をしていた人や内容を子どもたちから聞き、その後教職員も共有して2週目以降の活動につなげました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「いいこと」の例です。このように、物理的な環境を良くしたり整えたりすることを初級とし、人に対しての直接的な関わりで行うものを上級と設定しました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2週目以降は少し変化をつけました。２週目の最初も全校集会を行い、校長先生から新たなミッションが提示されました。特に気になる人間関係の子どもたちを、意図的に「ありがとう」と感謝される関係にするためにシークレット・フレンドを設定することにしました。まず、くじで今週の「ターゲット（フレンド）」を決定します。ターゲットに気づかれないように、その人のためにいいことをします。この取組では、してもらった人は感謝の気持ちをしっかり伝えること、という約束があります。ふだん、関係の悪い子同士を意図的にターゲットにし、感謝されるような行動をとらせたました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これが「ターゲットカード」です。



目指す将来像

どのような特性や背景をもつ子どもたちも、取り
残されることなく適切な教育を受け、安心して生
活できる地域を目指す。

どのような生活背景をもつ保護者も、適切な支援
を受けつつ安心して子育てできる地域を目指す

教育・行政・福祉・医療がそれぞれの強みを活か
し、密接に連携できるような人材形成を実現する
地域を目指す（司令塔の不在が問題）。

本格的な「教員の働き方改革」につながり、「教
員のメンタルヘルス支援」にも発展することが可
能となる。
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